
(57)【要約】

【課題】  

  貯水空間を最大限利用出来ると共に、地表に露出する

部分を無くして、設置場所の選択

の自由度を向上させることが出来る減勢工を提供する。

【解決手段】

  傾斜地に配管された下水管３などの管渠から放流され

る高速流水を減勢するのに用いら

れる減勢工である。

　流入口１１ａ及び流出口１１ｂを有する減勢槽１１と

、減勢槽１１の下流側に位置する

合流槽１５とを、流入口１１ａの管底３ａよりも高い位

置に管底部１１ｋが設けられた流

出口１１ｂに接続される流出本管１２によって、連通さ

れるように接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 下 水 管 な ど の 管 渠 か ら 放 流 さ れ る 高 速 流 水 を 減 勢 す る の に 用 い ら れ
る 減 勢 工 で あ っ て 、
　 流 入 口 及 び 流 出 口 を 有 す る 減 勢 槽 と 、 該 減 勢 槽 の 下 流 側 に 位 置 す る 合 流 部 と を 、 前 記 流
入 口 の 管 底 部 よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ る 流 出 口 に 接 続 さ れ る 流 出 本 管 に よ っ て 接 続 す る
こ と を 特 徴 と す る 減 勢 工 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 合 流 部 に は 、 前 記 減 勢 槽 と 略 同 じ 大 き さ の 容 量 を 有 す る 合 流 槽 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 減 勢 工 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 合 流 部 に は 、 前 記 流 出 本 管 と 直 接 合 流 す る 支 管 を 有 し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 減 勢 工 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 減 勢 槽 内 の 空 間 部 と 前 記 合 流 槽 内 の 空 間 部 と を 連 通 す る 通 気 排 気 管 が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 減 勢 工 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 流 側 に 位 置 す る 合 流 部 へ の 流 出 口 が 、 前 記 減 勢 槽 の 流 入 口 形 成 位 置 に 対 し て 、 前
記 流 出 口 形 成 位 置 が 対 向 し な い よ う に 、 平 面 視 で 一 定 角 度 で 該 減 勢 槽 の 側 壁 部 に 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 減 勢 工 。

 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 下 水 管 等 に 用 い ら れ て 、 管 渠 か ら 放 流 さ れ る 高 速 流 水
を 減 勢 す る の に 用 い ら れ る 減 勢 工 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 図 ５ に 示 す よ う な 減 勢 工 が 、 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 従 来 の 減 勢 工 で は 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 下 水 管 ３ の 管
路 の 一 部 に は 、 流 入 口 １ ａ 及 び 流 出 口 １ ｂ を 有 す る 減 勢 槽 １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 減 勢 槽 １ は 、 内 部 に 堰 ２ が 、 前 記 流 出 口 １ ｂ か ら 所 定 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 堰 ２ の 下 縁 部 近 傍 に は 、 貫 通 孔 （ 又 は ス リ ッ ト ） ２ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 堰 ２
の 上 流 側 と 下 流 側 と を 連 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の 堰 ２ の 上 端 縁 部 ２ ｂ の 位 置 は 、 前 記 流 入 口 １ ａ に 接 続 さ れ る 流 入 側 の 下 水 管
３ の 管 底 ３ ａ に 対 し 、 下 水 管 ３ の 管 径 よ り も １ ／ ４ 以 上 高 い 位 置 と な る よ う に 設 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 こ の 従 来 の 減 勢 工 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 減 勢 工 で は 、 流 入 側 の 下 水 管 ３ か ら 、 こ の 減 勢 槽 １ 内 に 流
入 し た 下 水 等 の 水 流 が 、 前 記 減 勢 槽 １ 内 の 堰 ２ に よ っ て 上 昇 渦 流 と な り 、 こ の 堰 ２ に 沿 っ
て 、 せ り 上 が る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 水 流 は 、 堰 ２ の 上 端 縁 部 ２ ｂ を 越 流 し て 、 前 記 流 出 口 １ ｂ か ら 、 下 流 側 の
下 水 管 ３ ｂ を 介 し て 、 流 出 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 減 勢 槽 １ 内 に 流 入 し た 水 流 は 、 前 記 堰 ２ に よ っ て 強 制 的 に せ り 上 げ ら
れ る 際 に 、 運 動 エ ネ ル ギ が 、 減 勢 槽 １ の 高 さ 方 向 の 位 置 エ ネ ル ギ に 変 換 さ れ て 弱 ま る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ る 下 水 管 ３ 内 を 高 速 で 流 下 す る 水 流 も 、 こ の 減 勢 槽 １ 内 を 通
過 す る 際 に 減 勢 さ れ て 流 下 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ １ ７ ０ ６ 号 公 報 （ 図 １ ， 段 落 ０ ０ １ ９ 乃 至 ０ ０ ３ ９ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 減 勢 工 で は 、 前 記 減 勢 槽 １ 内 に 、 堰 ２ が 形 成 さ れ て い
る の で 、 減 勢 槽 １ の 貯 水 量 を 、 こ の 堰 ２ の 分 、 減 少 さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の た め 、 こ の 減 勢 槽 １ 内 を 、 貯 水 空 間 と し て 利 用 す る 場 合 、 貯 水 空 間 を 最 大 限 に 利 用
出 来 な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 減 勢 槽 １ 内 の 貯 水 量 を 大 き く 設 定 し よ う と す る と 、 越 流 に よ っ て 、 前 記 流 出
口 １ ｂ を 閉 塞 し て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 前 記 流 出 口 １ ｂ の 閉 塞 を 防 止 す る た め 、 前 記 減 勢 槽 １ 内 と 、 地 上 の 外 気 と を
連 通 さ せ る 空 気 抜 き 用 パ イ プ 等 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る が 、 地 表 に こ の よ う な 空 気 抜 き
用 パ イ プ が 、 露 出 し て い る と 、 外 観 品 質 を 損 ね 、 こ の 減 勢 槽 １ の 設 置 箇 所 が 限 定 さ れ て し
ま う と い っ た 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 貯 水 空 間 を 最 大 限 利 用 出 来 る と 共 に 、 地 表 に 露 出 す る 部 分 を 無 く
し て 、 設 置 場 所 の 選 択 の 自 由 度 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 減 勢 工 を 提 供 す る こ と を 課 題 と
し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の も の は 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 下
水 管 な ど の 管 渠 か ら 放 流 さ れ る 高 速 流 水 を 減 勢 す る の に 用 い ら れ る 減 勢 工 で あ っ て 、 流 入
口 及 び 流 出 口 を 有 す る 減 勢 槽 と 、 該 減 勢 槽 の 下 流 側 に 位 置 す る 合 流 部 と を 、 前 記 流 入 口 の
管 底 部 よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ る 流 出 口 に 接 続 さ れ る 流 出 本 管 に よ っ て 接 続 す る 減 勢 工
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 合 流 部 に は 、 前 記 減 勢 槽 と 略 同 じ 大 き さ の 容
量 を 有 す る 合 流 槽 を 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 減 勢 工 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 合 流 部 に は 、 前 記 流 出 本 管 と 直 接 合 流 す る 支
管 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 減 勢 工 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 減 勢 槽 内 の 空 間 部 と 前 記 合 流 槽 内 の 空 間 部 と
を 連 通 す る 通 気 排 気 管 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 減 勢 工 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 下 流 側 に 位 置 す る 合 流 部 へ の 流 出 口 が 、 前
記 減 勢 槽 の 流 入 口 形 成 位 置 に 対 し て 、 前 記 流 出 口 形 成 位 置 が 対 向 し な い よ う に 、 平 面 視 で
一 定 角 度 で 該 減 勢 槽 の 側 壁 部 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 減 勢 工 を 特 徴 と し て
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い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の も の は 、 減 勢 槽 内 に 前 記 流 入 口 か ら 流 入 し た 高 速
の 水 流 は 、 前 記 流 出 口 周 縁 の 該 減 勢 槽 の 内 壁 部 に 当 接 し て 、 勢 い を 弱 め ら れ て か ら 、 せ り
上 が り 、 前 記 流 入 口 の 管 底 部 よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ る 該 流 出 口 か ら 、 前 記 流 出 本 管 内
へ 流 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の た め 、 従 来 の 様 に 、 減 勢 槽 内 に 堰 を 設 け る 必 要 が 無 く 、 該 減 勢 槽 内 を 、 貯 水 空 間 と
し て 利 用 す る 場 合 、 貯 水 空 間 を 最 大 限 に 利 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 減 勢 槽 の 下 流 側 に 位 置 す る 前 記 合 流 部 に は 、
前 記 減 勢 槽 と 略 同 じ 大 き さ の 容 量 を 有 す る 合 流 槽 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の た め 、 該 合 流 部 の 合 流 槽 内 の 空 間 部 容 積 も 、 貯 水 空 間 と し て 利 用 す る 場 合 、 貯 水 空
間 を 、 更 に 、 増 大 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か も 、 略 同 じ 形 状 に 形 成 す れ ば 、 該 減 勢 槽 と 該 合 流 槽 と を 共 通 の マ ン ホ ー ル 等 に よ っ
て 構 成 す る こ と も 出 来 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 合 流 部 が 、 前 記 流 出 本 管 と 直 接 合 流 す る 支 管
を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の た め 、 合 流 槽 を 配 置 出 来 な い よ う な 場 所 で も 、 貯 水 空 間 量 を 最 大 限 に 利 用 す る こ と
が で き る 減 勢 工 を 施 工 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 減 勢 槽 内 の 空 間 部 と 前 記 合 流 槽 内 の 空 間 部 と
が 、 通 気 排 気 管 に よ っ て 、 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の た め 、 万 一 、 水 流 に よ っ て 、 前 記 流 出 口 が 閉 塞 さ れ て し ま う よ う な 場 合 で も 、 地 表
に 露 出 さ れ る 空 気 抜 き 用 パ イ プ 等 を 設 け る こ と な く 、 該 減 勢 槽 内 の 空 気 を 前 記 合 流 槽 内 に
逃 が し て 、 該 減 勢 槽 内 の 内 圧 に よ っ て 、 流 下 す る 水 流 の 流 入 が 妨 げ ら れ る 虞 を 無 く す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か も 、 地 表 に 露 出 さ れ る よ う な 空 気 抜 き 用 パ イ プ が 不 要 と な る の で 、 設 置 場 所 の 選 択
の 自 由 度 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 流 出 口 形 成 位 置 が 、 該 減 勢 槽 の 側 壁 部 に 前
記 減 勢 槽 の 流 入 口 形 成 位 置 に 対 し て 、 対 向 し な い よ う に 、 平 面 視 で 一 定 角 度 で 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の た め 、 前 記 減 勢 槽 に よ る 減 勢 効 果 を 発 揮 さ せ つ つ 、 該 減 勢 槽 で 、 前 記 傾 斜 地 に 配 管
さ れ た 下 水 管 な ど の 配 管 方 向 を 変 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 下 水 管 は 、 直 線 状 の 直 管 パ イ プ を 使 用 出 来 て 、 更 に 、 配 管 が 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 面 に 基 づ い て 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 実 施 の 形 態 の 減 勢 工 を 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 な お 、 前 記 従 来 例 と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 、 こ の 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 の 減 勢 工 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま ず 、 こ の 実 施 の 形 態 の 減 勢 工 の 構 成 を 説 明 す る と 、 こ の 実 施 の 形 態 の 減 勢 工 で は 、 傾
斜 地 に 配 管 さ れ た 下 水 管 ３ な ど の 管 渠 の 管 路 の 一 部 に は 、 地 中 １ ０ に 埋 設 さ れ て 、 こ の 管
渠 か ら 放 流 さ れ る 高 速 流 水 を 減 勢 す る の に 用 い ら れ る 減 勢 槽 １ １ が 、 流 入 口 １ １ ａ 及 び 流
出 口 １ １ ｂ を 有 し て 設 け ら れ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 例 １ で は 、 前 記 減 勢 槽 １ １ が 、 略 円 柱 形 形 状 の マ ン ホ ー ル 本 体 １ １ ｃ に
よ っ て 、 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の マ ン ホ ー ル 本 体 １ １ ｃ は 、 内 部 に 水 を 貯 水 す る 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ が 形 成 さ れ て い る
と 共 に 、 上 部 に 点 検 用 開 口 部 １ １ ｅ を 開 閉 可 能 な 蓋 体 １ １ ｆ が 設 け ら れ た マ ン ホ ー ル 部 １
１ ｇ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ の 減 勢 槽 １ １ に は 、 前 記 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ の 相 互 に 反 対 側 に 位 置 す
る 対 向 壁 面 部 １ １ ｈ ， １ １ ｉ に 、 各 々 前 記 流 入 口 １ １ ａ 及 び 流 出 口 １ １ ｂ が 開 口 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の う ち 、 前 記 流 入 口 １ １ ａ に は 、 流 入 側 の 下 水 管 ３ が 、 一 定 の 傾 斜 角 度 を 有 し て 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 こ の 下 水 管 ３ の 管 底 ３ ａ と 同 じ 高 さ に 位 置 す る 前 記 流 入 口 １ １ ａ の 管 底 部 １ １ ｊ
よ り も 高 い 位 置 に は 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ の 管 底 部 １ １ ｋ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 流 出 口 １
１ ｂ に 略 水 平 に 接 続 さ れ る 流 出 本 管 １ ２ の 管 底 部 １ ２ ａ の 位 置 が 、 前 記 管 底 ３ ａ の 位 置 よ
り も 高 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 実 施 例 １ で は 、 こ の 流 出 本 管 １ ２ の 管 径 は 、 前 記 下 水 管 ３ の 管 径 と 略 同 じ に な る よ
う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ の 管 底 部 １ ２ ａ の 位 置 が 、 前 記 下 水 管 ３ の
流 入 口 接 続 端 縁 部 の 管 上 縁 ３ ｃ の 位 置 と 略 同 じ か 、 或 い は 高 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 こ の 減 勢 槽 １ １ の 底 面 部 に は 、 前 記 管 底 ３ ａ の 位 置 と 略 同 じ 高 さ 位 置 の 平 坦 な 上
面 を 有 す る 底 上 げ 部 １ １ ｍ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 更 に 、 前 記 対 向 壁 面 部 １ １ ｉ に は 、 前 記 管 底 ３ ａ の 位 置 と 略 同 じ 高 さ 位 置 に 管 底 を 有 す
る 支 管 １ ３ が 、 挿 通 さ れ る 支 管 挿 通 孔 １ １ ｎ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 支 管 １ ３ は 、 前 記 流
出 本 管 １ ２ 及 び 、 前 記 下 水 管 ３ の 管 径 よ り も 小 さ い 管 径 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ の 前 記 対 向 壁 面 部 １ １ ｉ の 前 記 底 上 げ 部 １ １ ｍ 近 傍 の 下 端 面 に は 、
こ の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 に 流 入 し た 水 流 を 上 昇 渦 流 と す る 一 定 の 角 度 の 傾 斜 面 か ら な る 傾
斜 当 接 面 部 １ １ ｐ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 傾 斜 当 接 面 部 １ １ ｐ か ら 、 前 記 支 管 １ ３ の 斜 め に 形 成 さ れ た 先 端 縁 部 １ ３
ａ を 前 記 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 に 臨 ま せ る こ と に よ り 連 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 ま た 、 こ の 対 向 壁 面 部 １ １ ｉ に は 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ と 一 定 距 離 離 間 さ れ た 上 方 位 置 に
、 通 気 排 気 管 １ ４ が 接 続 さ れ る 通 気 孔 １ １ ｑ が 、 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 通 気 排 気 管 １ ４ は 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ 及 び 、 前 記 下 水 管 ３ の 管 径 よ り も 小 さ い 管 径
で 、 し か も 、 前 記 支 管 １ ３ と 略 同 じ 管 径 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管 １ ３ 及 び こ の 通 気 排 気 管 １ ４ は 、 そ の ま ま 略 水 平 に 延
設 さ れ て 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 下 流 側 に 一 定 距 離 を 置 い て 位 置 し て 、 こ の 実 施 例 １ の 合 流 部
と し て の 合 流 槽 １ ５ に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 各 々 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 合 流 槽 １ ５ は 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ と 、 略 同 じ 大 き さ の 容 量 を 有 す
る 合 流 空 間 部 １ ５ ｄ を 内 部 に 有 す る マ ン ホ ー ル 本 体 １ ５ ｃ を 有 し て 、 主 に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の マ ン ホ ー ル 本 体 １ ５ ｃ の 上 部 に は 、 点 検 用 開 口 部 １ ５ ｅ を 開 閉 可 能 な 蓋 体 １ ５ ｆ が
設 け ら れ た マ ン ホ ー ル 部 １ ５ ｇ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ の 合 流 槽 １ ５ に は 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管 １ ３ 及 び こ の 通 気 排 気
管 １ ４ の 各 下 流 側 端 縁 を 各 々 連 通 さ せ て 接 続 す る 流 入 口 １ ５ ａ ， 支 管 接 続 孔 １ ５ ｎ 及 び 通
気 孔 １ ５ ｑ が 、 対 向 壁 面 部 １ ５ ｈ に 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
  そ し て 、 こ の 対 向 壁 面 部 １ ５ ｈ の 前 記 合 流 空 間 部 １ ５ ｄ を 挟 ん で 反 対 側 に 位 置 す る 対 向
壁 面 部 １ ５ ｉ に は 、 流 出 口 １ ５ ｂ が 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 流 出 口 １ ５ ｂ に は 、 下 流 側 の 下 水 管 ３ が 、 管 底 ３ ｄ を 前 記 支 管 接 続 孔 １ ５ ｎ 内 に 位
置 す る 支 管 １ ３ の 管 底 １ ３ ｂ と 略 同 一 高 さ と な る よ う に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 実 施 例 １ で は 、 こ の 流 出 本 管 １ ２ の 管 径 が 、 こ の 下 流 側 の 前 記 下 水 管 ３ の 管 径 と も
略 同 じ に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
  そ し て 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 こ の 合 流 槽 １ ５ の 底 面 部 に は 、 前 記 管 底 ３ ｄ 及 び 支 管 １ ３
の 管 底 １ ３ ｂ 位 置 と 略 同 じ 高 さ 位 置 の 平 坦 な 上 面 を 有 す る 底 上 げ 部 １ ５ ｍ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 １ の 減 勢 工 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 実 施 例 １ の 減 勢 工 で は 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 上 流 側 の 下 水 管 ３ か ら 、 前 記 減 勢 槽 １
１ の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 に 、 前 記 流 入 口 １ １ ａ を 介 し て 、 高 速 の 水 流 が 流 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 水 流 は 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ 周 縁 の こ の 減 勢 槽 １ １ の 内 壁 部 で あ る 対 向 壁 面 部 １ １ ｉ
に 当 接 し て 、 勢 い を 弱 め ら れ る と 共 に 、 前 記 一 定 の 角 度 の 傾 斜 面 か ら な る 傾 斜 当 接 面 部 １
１ ｐ に よ っ て 、 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 に 流 入 し た 水 流 が 上 昇 渦 流 と な っ て 、 せ り 上 が る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 流 入 口 １ １ ａ 内 の 管 底 部 １ １ ｊ よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ る こ の 流 出 口 １
１ ｂ か ら 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ 内 へ 勢 い が 弱 め ら れ た 水 流 が 流 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の た め 、 従 来 の 図 ５ に 示 す も の の 様 に 、 前 記 減 勢 槽 １ 内 に 堰 ２ を 設 け る 必 要 が 無 く 、
こ の 減 勢 槽 １ １ 内 の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ を 、 貯 水 空 間 と し て 利 用 す る 場 合 、 貯 水 空 間 を 最 大
限 に 利 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 ま た 、 流 入 に よ り 、 一 旦 、 こ の 減 勢 槽 １ １ 内 の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ に 貯 水 さ れ た 流 水 は 、
前 記 支 管 １ ３ を 介 し て 、 前 記 合 流 槽 １ ５ 内 の 合 流 空 間 部 １ ５ ｄ に 移 動 し て 、 前 記 流 出 本 管
１ ２ に よ っ て 、 流 入 し た 流 水 と 合 流 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 流 出 口 １ ５ ｂ を 介 し て 、 下 水 管 ３ 方 向 に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 下 流 側 に 位 置 す る 前 記 合 流 部 と し て の 合 流 槽 １ ５ に は 、 前 記 減
勢 槽 １ １ の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ と 略 同 じ 大 き さ の 容 量 を 有 す る 合 流 空 間 部 １ ５ ｄ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の た め 、 こ の 合 流 槽 １ ５ 内 の 合 流 空 間 部 １ ５ ｄ 内 容 積 も 、 貯 水 空 間 と し て 利 用 す る 場
合 、 貯 水 空 間 を 、 更 に 、 増 大 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 し か も 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 こ れ ら の 減 勢 槽 １ １ 及 び 合 流 槽 １ ５ が 、 略 同 じ 形 状 に 形 成
さ れ て い る 。 こ の た め 、 減 勢 槽 １ １ と 合 流 槽 １ ５ と を 共 通 の マ ン ホ ー ル 等 に よ っ て 構 成 す
る こ と も 出 来 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 出 来 る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 前 記 減 勢 槽 １ １ 内 の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ と 前 記 合 流 槽 １ ５ 内 の
合 流 空 間 部 １ ５ ｄ と が 、 前 記 通 気 排 気 管 １ ４ に よ っ て 、 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の た め 、 万 一 、 水 流 に よ っ て 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ が 閉 塞 さ れ て し ま う よ う な 場 合 で も
、 地 表 に 露 出 さ れ る 空 気 抜 き 用 パ イ プ 等 を 設 け る こ と な く 、 こ の 減 勢 槽 １ １ 内 の 空 気 を 、
こ の 通 気 排 気 管 １ ４ に よ っ て 、 前 記 合 流 槽 １ ５ 内 に 逃 が し て 、 減 勢 槽 １ １ 内 の 内 圧 に よ っ
て 、 流 下 す る 水 流 の 流 入 が 妨 げ ら れ る 虞 を 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 し か も 、 地 表 に 露 出 さ れ る よ う な 空 気 抜 き 用 パ イ プ が 不 要 と な る の で 、 設 置 場 所 の 選 択
の 自 由 度 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ２ は 、 こ の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ２ の 減 勢 工 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 １ の 減 勢 工 と 、 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま ず 、 構 成 上 の 相 違 点 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ２ の 減 勢 工 で は 、 実 施 例 １ の 前 記 通
気 排 気 管 １ ４ に 代 え て 、 前 記 貯 水 槽 １ １ の 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 の 空 気 を 逃 が す よ う に 、 地
表 ９ に 立 設 さ れ て 、 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ 内 と 連 通 さ れ る 空 気 抜 き 用 パ イ プ 部 ２ ４ が 、 一 方 の
対 向 壁 面 部 ２ １ ｈ に 接 続 さ れ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ２ の 減 勢 工 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 ２ の 減 勢 工 で は 、 前 記 実 施 例 １ の 減 勢 工 の 作 用 効 果 に 加 え
て 、 更 に 、 万 一 、 水 流 に よ っ て 、 流 出 口 ２ １ ｂ が 閉 塞 さ れ て し ま う よ う な 場 合 で も 、 地 表
に 露 出 さ れ る 空 気 抜 き 用 パ イ プ 部 ２ ４ を 介 し て 、 こ の 減 勢 槽 ２ １ 内 の 空 気 が 、 大 気 に 逃 が
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の た め 、 前 記 減 勢 槽 ２ １ 内 の 内 圧 に よ っ て 、 流 下 す る 水 流 の 流 入 が 妨 げ ら れ る 虞 を 無
く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 前 記 空 気 抜 き 用 パ イ プ 部 ２ ４ は 、 安 価 に 設 置 出 来 る の で 、 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 抑
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制 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 例 １ と 略 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す
る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ３ は 、 こ の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ３ の 減 勢 工 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 １ ， ２ の 減 勢 工 と 、 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ３ の 減 勢 工 で は 、 前 記 合 流 部 ３ ０ が 、 前 記 減 勢
槽 ２ １ に 接 続 さ れ る 流 出 本 管 ２ ２ と 直 接 合 流 す る 支 管 １ ３ を 有 し て 主 に 、 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 実 施 例 ３ の 合 流 部 ３ ０ で は 、 前 記 流 出 本 管 ２ ２ の 下 側 外 側 面 部 ２ ２ ｃ に 、 前 記 支 管
１ ３ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 ２ ２ ｄ が 開 口 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 挿 通 孔 ２ ２ ｄ に 、 前 記 支 管
１ ３ が 、 挿 通 さ れ て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 直 接 合 流 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
  次 に 、 こ の 実 施 例 ３ の 減 勢 工 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 ３ の 減 勢 工 で は 、 前 記 合 流 部 ３ ０ が 、 前 記 流 出 本 管 ２ ２ と
直 接 合 流 す る 支 管 １ ３ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の た め 、 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 上 流 側 の 下 水 管 ３ か ら 、 前 記 減 勢 槽 ２ １ の 貯 水 空 間 部 ２
１ ｄ 内 に 、 高 速 の 水 流 が 流 入 す る と 、 前 記 流 出 口 ２ １ ｂ 周 縁 の 対 向 壁 面 部 ２ １ ｉ に 当 接 し
て 、 勢 い を 弱 め ら れ る と 共 に 、 前 記 一 定 の 角 度 の 傾 斜 面 か ら な る 傾 斜 当 接 面 部 ２ １ ｐ に よ
っ て 、 貯 水 空 間 部 ２ １ ｄ 内 に 流 入 し た 水 流 が 上 昇 渦 流 と な っ て 、 せ り 上 が る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 流 入 口 ２ １ ａ 内 の 管 底 部 ２ １ ｊ よ り も 高 い 位 置 に 設 け ら れ る こ の 流 出 口 ２
１ ｂ の 管 底 部 ２ １ ｋ か ら 、 前 記 流 出 本 管 ２ ２ 内 へ 、 勢 い が 弱 め ら れ た 水 流 が 流 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の た め 、 従 来 の 図 ５ に 示 す も の の 様 に 、 前 記 減 勢 槽 １ 内 に 堰 ２ を 設 け る 必 要 が 無 く 、
こ の 減 勢 槽 ２ １ 内 の 貯 水 空 間 部 ２ １ ｄ を 、 貯 水 空 間 と し て 利 用 す る 場 合 、 貯 水 空 間 を 最 大
限 に 利 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 流 入 に よ り 、 一 旦 、 こ の 減 勢 槽 ２ １ 内 の 貯 水 空 間 部 ２ １ ｄ に 貯 水 さ れ た 流 水 は 、
前 記 支 管 １ ３ を 介 し て 、 前 記 合 流 部 ３ ０ で 、 前 記 流 出 本 管 ２ ２ と 合 流 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 そ し て 、 こ の 流 出 本 管 ２ ２ の 合 流 部 ３ ０ よ り も 下 流 側 の 下 水 管 ３ 方 向 に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 従 っ て 、 前 記 実 施 例 １ に 記 載 さ れ た 合 流 槽 １ ５ を 配 置 出 来 な い よ う な 場 所 で も 、 前 記 減
勢 槽 ２ １ の 貯 水 空 間 部 ２ １ ｄ 内 の 容 積 を 用 い て 、 貯 水 空 間 量 を 最 大 限 に 利 用 す る こ と が で
き る 減 勢 工 を 施 工 で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
  他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 例 １ ， ２ と 略 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省
略 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ４ は 、 こ の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ４ の 減 勢 工 を 示 す も の で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 １ 乃 至 ２ の 減 勢 工 と 、 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付
し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ４ の 減 勢 工 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 下 流
側 に 位 置 す る 合 流 槽 １ ５ へ の 流 出 口 １ １ ｂ が 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 流 入 口 １ １ ａ 形 成 位 置 に
対 し て 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ 形 成 位 置 が 、 正 面 に 対 向 し な い よ う に 、 平 面 視 で 一 定 の 角 度 で
、 こ の 減 勢 槽 １ １ の 側 壁 部 １ １ ｒ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の た め 、 前 記 下 水 管 ３ の 管 軸 方 向 Ｓ ３ に 対 し て 、 流 出 本 管 １ ２ の 管 軸 方 向 Ｓ １ ２ が 、
一 定 の 角 度 α （ α ＝ 約 － ９ ０ ～ ＋ ９ ０ 度 、 こ の 実 施 例 ４ で は 、 α ＝ 約 ４ ５ 度 ） を 形 成 し て
、 各 々 前 記 減 勢 槽 １ １ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 例 ４ で は 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管 １ ３ 及 び こ の 通 気 排 気 管 １ ４ が 、 高
さ 方 向 で は 、 一 定 間 隔 を お い て 離 間 さ れ る と 共 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で は 、 重 ね
ら れ て 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ４ の 減 勢 工 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 ４ の 減 勢 工 で は 、 前 記 実 施 例 １ の 減 勢 工 の 作 用 効 果 に 加 え
て 、 更 に 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ の 形 成 位 置 が 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 側 壁 部 １ １ ｒ に 、 前 記 減 勢
槽 １ １ の 流 入 口 １ １ ａ 形 成 位 置 に 対 し て 、 正 面 で 対 向 し な い よ う に 、 平 面 視 で 一 定 角 度 α
を 与 え ら れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ の た め 、 前 記 減 勢 槽 １ １ 内 で は 、 貯 水 空 間 部 １ １ ｄ の 対 向 壁 面 部 １ １ ｉ に 、 水 流 を 当
接 さ せ て 、 減 勢 効 果 を 発 揮 さ せ つ つ 、 前 記 流 出 口 １ １ ｂ に 接 続 さ れ た 流 出 本 管 １ ２ へ 、 勢
い の 弱 ま っ た 水 流 を 流 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 減 勢 槽 １ １ で 、 前 記 傾 斜 地 に 配 管 さ れ た 下 水 管 ３ ， ３ の 配 管 方 向 を 変 え る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 前 記 下 水 管 ３ ， ３ 及 び 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管 １ ３ 及 び 通 気 排 気 管 １ ４ は 、 直 線
状 の 直 管 パ イ プ を 使 用 出 来 て 、 更 に 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 例 ４ で は 、 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管 １ ３ 及 び こ の 通 気 排 気 管 １ ４ が 、 高
さ 方 向 で は 、 一 定 間 隔 を お い て 離 間 さ れ る と 共 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で は 、 重 ね
ら れ て 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 前 記 減 勢 槽 １ １ と 合 流 槽 １ ５ と の 間 に 、 配 管 用 の 縦 溝 を 掘 削 す る 際 に も 、 最
も 管 径 の 大 き い 流 出 本 管 １ ２ の 幅 の 縦 溝 を 掘 り 下 げ れ ば 、 全 て の 前 記 流 出 本 管 １ ２ ， 支 管
１ ３ 及 び 通 気 排 気 管 １ ４ を 容 易 に 埋 設 で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 配 管 施 工 を 容 易 と し て 、 更 に 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ の
実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 程 度 の 設 計 的 変 更 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る
。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 即 ち 、 前 記 実 施 例 １ で は 、 前 記 減 勢 槽 １ １ の 底 面 部 に は 、 前 記 管 底 ３ ｄ 及 び 支 管 １ ３ の
管 底 １ ３ ｂ 位 置 と 略 同 じ 高 さ 位 置 の 平 坦 な 上 面 を 有 す る 底 上 げ 部 １ ５ ｍ が 設 け ら れ て い る
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と 共 に 、 一 定 の 角 度 の 傾 斜 面 か ら な る 傾 斜 当 接 面 部 １ １ ｐ が 形 成 さ れ て い る が 、 特 に こ れ
に 限 ら ず 、 例 え ば 、 何 れ か 一 方 が 、 設 け ら れ て い る か 若 し く は 、 両 方 と も 設 け ら れ て い な
く て も よ い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 更 に 、 前 記 実 施 １ 及 び 実 施 例 ２ で は 、 前 記 通 気 排 気 管 １ ４ 及 び 空 気 抜 き 用 パ イ プ 部 ２ ４
が 選 択 的 に 、 何 れ か 一 つ 設 け ら れ て い る も の を 用 い て 、 説 明 し て き た が 、 特 に こ れ に 限 ら
ず 、 前 記 通 気 排 気 管 １ ４ 及 び 空 気 抜 き 用 パ イ プ 部 ２ ４ の 何 れ も が 、 設 け ら れ て い て も 良 い
こ と は 当 然 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 １ の 減 勢 工 で 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る 地 中 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ２ の 減 勢 工 で 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る 地 中 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ３ の 減 勢 工 で 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る 地 中 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ４ の 減 勢 工 で 、 構 成 を 説 明 す る 模 式 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 減 勢 工 で 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る 地 中 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ １ 】
３ 　 　 　 　 　 　 　 下 水 管
３ ａ 　 　 　 　 　 　 管 底
１ １ ， ２ １ 　 　 　 減 勢 槽
１ １ ａ ， ２ １ ａ 　 流 入 口
１ １ ｂ ， ２ １ ｂ 　 流 出 口
１ １ ｄ ， ２ １ ｄ 　 貯 水 空 間 部
１ １ ｉ ， ２ １ ｉ 　 対 向 壁 面 部
１ １ ｊ ， ２ １ ｊ 　 管 底 部 （ 流 入 口 側 の ）
１ １ ｋ ， ２ １ ｋ   管 底 部 （ 流 出 口 側 の ）
１ １ ｒ 　 　 　 　 　 側 壁 部
１ ２ ， ２ ２ 　 　 　 流 出 本 管
１ ２ ａ ， ２ ２ ａ 　 管 底 部
１ ３ 　 　 　 　 　 　 支 管
３ ０ 　 　 　 　 　 　 合 流 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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